
通常は単独の星の名前を入力して検索すればよい



検索結果の表示です

Viewの欄の下側の「spec」をクリックすると、次ページのスペクトルを眺められる

地球の軌道運動などによる視線速度の
補正量を調べる（parameter:BEVR）





「customize」の欄をクリックして現れる画面

必要なパラメータを選択してから赤色のボタ
ンを順次押す。それらが処理パラメータとし
て、一番下に見える欄に登録されていく。



Instrumental fluxは規格化されていないスペクトル
Continuum normarized fluxは規格化されたスペクトル
両方のスペクトルもユーザーによる再規格化が必要。

選択項目を変えると、自動的に「pipeline」の表示が変わる

「customize」の欄をクリックして現れる画面

Heliocentricなスペクトルにする場合は、パラメータBEVRを入力する。ＶＳＧの操作を行うと、telluric ab-
sorption line などのカットされた波長域がスムージングされる。そこを使わないようにする注意が必要。

fitsファイルを選択してダウンロードする。



「submit 」をクリック
してファイルのダウン
ロードを開始する



「customize」の画面でのファイルダウンロードの開始確認画面



説明文の一例「customize」の欄をクリックして現れる画面



説明文の一例「customize」の欄をクリックして現れる画面


